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科
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申
妓
の
額
縁
は
肩
ご
相
聯
絡
ぜ
中
川
附
十
角
械
を
旧
活
す
(
前
科
ご
抑
苅

る
)
甲
殻
の
側
面
は
鮒
脚
よ
り
前
方
じ
て
胸
壁
芯
相
漣
絡

ι幅
減

を
口
車
せ
宇
(
特
徴
〉

大
綱
角
は
概
"
し
て
限
協
ご
相
離
れ
ざ
る
を
常
、
じ
す

郷
軍
一
の
吸
水
孔
は
頼
部
に
開
か
守
口
腔
内
に
あ
り
て
上
外
側
よ

り
す
(
前
雨
科
ご
凶
炉
、
な
L

リ
)
吐
水
孔
は
別
て
筒
肢
を
な
き
ゃ

外
顎
脚
は
在
右
相
按
比
‘
し
末
節
は
北
川
中
間
じ
隠
蔽
せ
ら
る
(
金
線

盤
族
じ
等
'
し
)

叩
殻
の
背
面
一
般
仁
平
滑
に
・
し
て
著
'
し
き
構
線
守
口
正
せ
す

制
加
の
数
は
八
割
乃
盟
六
軒
ご
す

本
科
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っ
て
左
の
…
一
族
ご
な
す
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(
申
)
畑
蟹
族

腹
部
は
各
壌
節
可
動
的
仁
漣
結
'
し
て
決
て
癒
合
せ
守
、
且
つ
胸
腔

)
に
宿
泊
せ
や
、
歩
脚
は
多
少
梯
泳
に
趨

ι末
列
の
歩
脚
は
和
申
背

仰
い
仁
偏
す
、
鮒
節
目
棚
m
T
な
り

日
本
蟹
額
幅
制
杭
〈
寺
崎
〉

〈
乙
)
拳
鍛
族

服
部
は
環
節
多
く
間
着

L
胸
控
ド
密
織
す
、
歩
脚
は
平
等
仁
後
背

ιて
異
常
な
お
し
鮒
は
胤
平
な
る
こ
芯
無
'
し

。
旭
蟹
族

凶

w
g
U
H
L
P
o
'
M
M
S
S
リ
同
一
凶
芯

叩
殻
略
ぽ
楕
闘
形
仁

ιて
叩
背
は
溝
線
府
側
劉
を
一
引
き
や
其
額
縁
は

成
狭
一
定
せ
十
歩
脚
は
多
少
一
白
川
一
品
・
に
n

し
て
桝
泳
に
鴻
n

し
来
列
の
一

新
は
利
背
後
に
偏
症
す
服
部
は
環
節
可
動
性
に

h

し
て
聞
く
綜
合
す

る
こ
芯
な
く
且
つ
他
の
蟹
の
如
く
腕
暗
一
仁
密
A
W
せ
令
竿
ば
弛
み
て

後
方
に
仲
ぶ
る
の
傾
わ
り
胸
僚
は
後
方
苦

ι〈
狭
陥
じ
'
し
て
慨
の

外
形
張
見
類
〈
寄
居
蟹
類
)
に
近
級
を
一
不
す
故
じ
へ

γ
デ

Y

ソ
ン
氏

は
其
箸
議
中
恋
昆
類
の
僚
下
じ
牧
め
た
り
然
れ
ざ
も
本
族
令
蟹
頼

じ
彩
れ
せ
'
し
h
u
可
き
佐
氏
自
ら
唱
話
せ
り

外
顎
脚
は
細
長
仁
掃
し
て
口
腔
を
掩
ひ
服
腐
深
〈
小
鰯
角
は
特
別
の

資
を
布
せ
や旭

稼
周
回
、
3
2
P
N
V
3
5，

y
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s

本
国
周
に
合
む
も
の
唯
一
一
械
な
れ
ば
在
仁
其
料
名
披
じ
特
徴
な
掲
げ
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加
斯
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複
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す
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れ

ば
愈
最
湘
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腕
名
仁
最
趨
鴬
の
属
を
瓶

せ
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め
な
ば
戸
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W
きい
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〈
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い
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・
)
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す
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な
か
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ι
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原
書
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叩
は
趨
度
の
厚
さ
セ
有

L
掛
一
屑
の
部
分

に
巨
大
な
る
扇
妹
b
a
列
生
す
雨
側
は
極

め
て
続
漫
な
る
弧
を
輩
き
で
叩
庇
仁
向

て
斡
く
傾
山
す
胸
廓
の
後
部
左
右
歩
脚

の
中
間
極
め
て
狭
く
版
部
は
雌
は
勿
論

雄
じ
わ
り
て
も
七
環
節
明
か
じ
品
川
た
る
且
つ
挟
徴
の
中
じ
漣
ぺ
た

る
が
如
く
腹
部
は
胸
陣
地
に
密
接
せ
や
緩
に
屈
曲
せ
り
歩
脚
の
最
後

一
軒
は
他
の
三
割
よ
り
列
を
離
れ
て
背
上
じ
焔
L

リ
て
生
中
、

日
顎

の
構
造
は
宛
然
、
金
銭
蟹
並
に
次
の
準
慌
の
諸
類
に
似
た
り
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甲
崎
円
は
…
困
じ
鱗
片
肢
の
緋
統
ぞ
以
て
掩
は
る
地
円
前
方
に
向
っ
て

櫛
比
せ
り
、
甲
の
問
識
は
亦
細
奇
跡
机
抗
の
線
を
以
て
翻
せ
ら
る

。日本動物学禽

額
は
正
中
仁
一
個
の
扇
平
な
る
蝦
妹
を
具
へ
其
よ
り
南
側
に
能
列

L
て
品
川
T

な
る
腕
樹
あ
り
繍
仁
泣
き
所
じ
で
は
唯
一
一
一
稜
形
な
れ
ざ

も
耐
側
に
隣
る
ー
に
従
ひ
治
次
後
世
阿
、
し
て
山
字
形
、
手
掌
形
ド
移

る
、
限
協
は
深
く
削
み
比
較
的
じ
細
そ
き
削
慨
を
織
す
其
内
下
隅
に

小
網
角
ゐ
り
て
昭
一
て
じ
印
刷
折
す
、
叉
限
慌
の
外
側
下
隅
よ
り
は
太

〈
一
知
〈
、
し
て
複
雑
な
る
構
誌
を
有
せ
る
大
樹
角
b
a
扱
す
此
の
鱗
角

は
茸
屯
を
有
'
し
般
開
ド
精
油
掬
し
て
服
の
た
め
完
全
な
る
保
識
を

な
す

外
顎
脚
は
日
院
な
蔽
ふ
て
仰
は
，
依
り
あ
L

リ
英
一
附
節
は
若

ι〈
抽
出

で
よ
剃
刀
献
を
な
乙
制
服
慌
の
下
に
連
じ
次
節
は
細
〈
加
し
て
会
く
潜

伏
す
、
釧
脚
は
左
右
平
等
じ
、
し
て
一
般
じ
鱗
肌
の
敏
感
J
f
n
M
心
筋

五
節
は
米
端
に
ニ
小
腕
骨
具
へ
鮒
は
印
刷
一
中
に
・
し
て
内
側
じ
粗
き
鋸

スピサ由
厨H

M
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眠S
Y
 

開干

E
L
J

一ue

歯
を
有
、
し
外
側
は
一
一
一
個
の
銑
赫
を
出
に
す
的
保
は
甜
抑
の
長
軸
さ

直
角
の
方
向
に
運
動
、
し
鈍
き
拘
列
を
刑
制
点
歩
脚
の
各
節
は
帰
卒
仁

一
り
脅
し
て
跡
泳
に
趨

L
側
線
に
儲
か
な
る
級
毛
を
茂
生
す

。
印
度
太
平
洋
方
面
に
産
仁
申
色
米
紅
に
乙
て
英
、
し
〈
容
易
仁
識
別

日
本
穂
絹
端
視
〈
寺
崎
〉

， 
a、

せ
ら
る
顕
胸
甲
殻
の
長
さ
五
寸
じ
議
乙
腹
部
之
れ
じ
竿
ば
す
、
糊
市

科
大
都
所
識
の
標
品
は
定
の
諸
地
よ
り
京
市
れ
る
な
り

一
、
相
撲
一
一
…
崎
誠
ケ
島
沖

〈
臨
海
賀
験
場
所
繊
)

一
一
、
伊
豆
大
島
、
波
浄
機
(
一
一
一
十
五
導
)

同t

一
一
、
こ
八
九
六
年

「
ゴ
ル
ヂ
シ
、
ハ

4

シ
ド
L
鵬
探
検
附
〉

一
一
一
、
朝
鮮
築
山
裕

批佐

一
、
(
乾
製
)
(
一
九
O
一
年
四
月
甲
子
烏
利
典

品
帯
附
〉

-
琵
琶
盤
崩F

U可
お
お
む
me

守
町
内
州
、
Q
W制
鳩

山

∞

u
o

叩
殻
は
長
柑
闘
形
仁
・
し
て
日
記
軸
に
沿
ふ
て
常
起
じ
前
方
は
後
方
よ

り
相
狭
'
し
其
表
面
平
滑
仁
'
し
て
極
め
て
微
か
な
る
梨
子
地
を
日
正
す

細
線
狭
小
に
治
し
て
一
一
一
一
小
中
〈
'
し
英
中
央
の
一
尖
は
額
に
'
し
て
鋭
一
一
一
角
ぞ

な
惜
し
眼
路
は
英
雨
側
仁
位
乙
て
深
く

m入
す
筒
側
茸
毛
を
以
て
保

護

ι限
柄
小
〈
、
し
て
会
〈
滋
伏
す
る
を
得
、
大
小
の
胸
角
は
鞭
航

部
共
に
同
じ
大
き
な
れ
ど
も
大
綱
角
の
枝
基
は
梢
綾
育
、
し
て
眼
慌

の
下
成
を
構
成
す
、
外
顎
側
の
附
節
は
長
大
仁
・
し
て
髄
節
よ
り
も

大
き
く
口
総
の
全
部
を
閉
率
、
し
て
除
り
あ
り
次
の
二
節
は
会
〈
縮

少
悔
し
て
在
宿
附
節
の
問
に
央
ま
れ
殆
ん
ピ
外
に
表
れ
や
、
胸
壁
は
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一
…
歩
脚
の
着
貼
以
下
急
に
狭
〈
な
り
て
腹
部
之
れ
ぞ
掩
ふ
腹
部

川
刊
は
七
環
節
明
ら
か
仁
品
川
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(
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且
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す示を脚顎外国腹部頭 tこ披

び愉

釧
節
は
左
右
等
形
に
'
し
て
第
五
節
は
轡
山
門
し
て
外
方
に
ニ
小
帥
怖
を

具
へ
、
錨
は
和
田
制
部
仁
換
し
て
周
縁
に
向
て
薄

L
其
外
側
に
…
個
、

問

内
側
仁
大
小
一
一
一
ニ
の
歯
な
帯
ぷ
問
機
は
斜
め
に
開
閉
す
尖
織
は
尚

り
て
機
関
紙
を
な
す
、
歩
脚
は
相
や
瀞
泳
じ
趨

C
第
一
一
一
脚
一
は
末
節

最

-oH刷
用
T

な
り
反
之
末
脚
は
縮
小

L
て
背
後
に
偏
在
せ
り

本
属
じ
織
す
る
も
の
僅
数
に
じ
て
東
洋
に
凡
二
腕
、
米
制
大
問
符

沿
岸
に
…
榔
あ
り
芯
記
載
せ
ら
る

J川崎、

一
、--"

H
h
・
常

5
0
M
M
g
F
c
p
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p
出
a
s
J
]
∞問。

ぴ
は
が
に

引
用
原
書
主
oro}
円六回〆ロ
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M
-
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o
-
-
a
M
M
2
2・口・

甲
殻
長
簡
凡
そ
…
寸
字
、
騎
径
一
寸
、
雨
脇
に
各
一
個
の
小
銃
椋

あ
り
て
斜
め
と
削
じ
向
ふ
服
部
第
四
節
に
一
小
椋
を
具
ふ
本
邦
相

撲
洋
沿
海
に
産
す
某
他
は
操
州

y
井

ジ

1
群
島
じ
て
採
集
せ
ら
れ

た
る
の
み
産
地
極
め
て
稀
れ
な
り
本
問
中
臓
品
左
の
如
、
し

一
、
相
撲
一
一
…
崎

雄
一
、

…
一
、
同
城
ケ
島

幼
一
、
二
八
九
九
年
八
月
)

一
一
一
、
同

同
南
沖
〈
八
O
ぎ

雄
一
、
〔
一
八
九
閥
年
五
月
)

問
、
相
撲
洋
ヨ
ド
ミ

雄
…
…
、
こ

λ
九
八
年
大
月
)

五

、

同

岡

三

五

O
葬〉

援
洲
ア
ヰ

U

1
群
島
等
仁
産
す
る
も
の
は
腹
部
第
ニ
第
一
一
一
節
に
も

雄
一
、
(
一
八
九
五
年
一
一
一
月
)

小
き
伯
仲
を
提
出
せ
る
も
の
あ
り
ご
い
ふ
叉
が

1

・U
利
川
判
採
口
問
中
仁
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岡
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嗣
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オ

Y
ト
サ

y
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所
披
の
標
本
仁
も
亦
此
等
の
牒

の
多
少
仁
よ
り
二
機
わ
り
芯
記
せ
り
舘
の
下
総
の
樹
も
佐
々
岡
側

の
も
の
あ
り
、
か
く
て
ぜ
川
ガ
ユ
に
は
地
方
に
よ
り
て
多
少
の
務

秘
め
る
を
免
れ
ざ
る
が
如

L

朝
鮮
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じ
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採
ら
れ
た
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じ
て
サ
イ
ア
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∞
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鋭
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一
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事
し
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前
極
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異
な
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を
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仁
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